
 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

川崎市立中学校 

学習状況調査 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 １ 



◎ 調査の概要 

 

１．調査の目的 

学習指導要領に示されている各教科（国語・社会・数学・理科・英語）の目標および内容の

「基礎的・基本的な知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」について学習したものが、いか

に生徒に定着しているかを全市一斉に学年ごとの同一の問題によって調査する。そして、その結

果を診断し、今後の学習指導の改善に役立たせる。また、生徒自らが学習状況や学習課題の把握

ができるようにする。 

 

２．調査の内容 

○国語・社会・数学・理科・英語 

調査の目的に基づき、学習指導要領に示されている各教科の目標及び内容の基礎的・基本的な

事項について、各教科の出題範囲に基づいて、全学年を対象とする調査を実施した。 

 

○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

生徒の生活や学習に対する意識等について明らかにするために、第２学年の生徒を対象とする

調査を実施した。 

 

３．調査の対象 

市内全市立中学校の全学年の生徒 

 

４．調査実施日及び調査対象人数 

（１）調査実施日           平成28年11月８日（火） 

 

（２）調査対象人数               
中

学校第１学年 9,639 人 
中

学校第２学年 9,852 人 
中

学校第３学年 9,779 人 
 



５．調査の方法 

○国語・社会・数学・理科・英語 

各教科の問題は、知識・技能に関する問題と思考・判断・表現に関する問題について出題し、

それぞれについて分析を行った。 

   

解答用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数の合計 

網掛けは、思考・判断・

表現に関する問題 

正答基準の解答類型により○を付ける 

Ａ：正答 

Ｂ：図がかけているが、説明がかけてい

ない 

Ｃ：誤答・無答 



◎ 調査結果の概要 

 

○定着していると考えられる内容 ●課題があると考えられる内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 

知識・技能 54.8％ 58.4％ 50.7％ 60.8％ 61.7％ 

思考・判断・表現 68.7％ 54.1％ 27.4％ 60.4％ 39.5％ 

全設問 60.6％ 57.0％ 42.1％ 60.7％ 52.0％ 

 

思考・判断・表現に関する問題 

国 語 
○話題の中心を捉えて聞くこと ●漢字を書くこと 
社 会 
○基本的な資料を読み取ること ●事象について関連付けて理解すること 

数 学 
○連立方程式を解くこと ●式の値を求めること 

理 科 
○グラフに正しく表すこと ●実験を安全に行う上での手順を理解していること 

英 語 
○文を組み立てること ●正しい綴りで書くこと 

国 語 
○文学的文章を読解すること ●自分の考えを記述すること 
社 会 
○複数の資料を読み取り関連付けること ●既習事項と関連付けることや時代の流れを捉えること 

数 学 
●文字を用いた式を用いて命題が成り立つことを説明すること 

理 科 
○モデル図を用いて現象を視覚化すること ●実験等のデータを他の資料に適用して考察すること 

英 語 
●つながりのある文章を正しく書くこと 

知識・技能に関する問題 

平均正答率 



◎ 思考・判断・表現に関する問題 

１．国語 

 

 

○出題の趣旨 

「国語に関する世論調査」を基に敬語が必要かどうかについて自分の立場を明確にし、あとの条件を

満たすように考えを記述することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○授業改善に向けて 

 正答率は47％であり、資料からわかることを書いたり、自分の立場を明確にして理由も含めて考えを

書いたりすることに課題がある。 

根拠を明確にして書くためには、記述した文章に自分の考えの根拠が明確に書かれているかを常に吟

味することが必要である。 

授業改善の手立てとしては、データを比較してわかることを話し合う場面を設定し、何がわかったか

を確認する活動を位置付けることが考えられる。そして、自分の立場を明確にし、資料からわかったこ

とを踏まえて自分の考えを記述させ、書かれた文章の交換を通して、考えの根拠の部分について意見や

助言を交流することが考えられる。 
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条件に合わせて自分の考えを書くことに関する問題 

正
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２．社会 

 

 

○出題の趣旨 

 対外関係や国内の状況を踏まえながら、幕末期の社会的事象が起こった順について正しく考えること

ができる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

正答率が32％、誤答を選択した率が24％、19％となっており、これらの数値から選択肢の関係性を理

解していない状況が見られ、幕末期の社会的事象の大きな流れを理解することについて課題がある。 

歴史的分野の目標に「我が国の歴史の大きな流れの理解」があるが、幕末期については、幕府が開国

したことと、その政治的及び社会的な影響を理解させ、明治維新の動きにつながることに気づかせるこ

とが大切になる。 

授業改善の手立てとしては、時代の流れを大きく捉える学習課題を設定し、調べた事実を整理してど

のように関連付けられるかを話し合いながら、事象の因果関係を考え、学習課題の解決を行うという学

習過程が考えられる。 

歴史の大きな流れの把握に関する問題 

正 答：②  正答率：３２％        誤答例：① ２４％  ③ ２４％  ④ １９％ 

年代の古い順にならべると ④ → ③ → ② → ① となる。 



３．数学 

 

 

○出題の趣旨 

 与えられた説明の筋道を読み取り、式を適切に変形し、その理由を式や言葉で表現することで、その

説明を完成することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

正答率はそれぞれ、36％、５％であり、与えられた説明の中で、適切に式を変更し、その理由を言葉

や式を使って、説明を完成することに課題がある。 

事柄が一般的に成り立つことを説明する際に、文字式や言葉を用いて根拠を明らかすることができる

ように指導することが大切である。 

授業改善の手立てとしては、６の倍数であることを説明するためには、６ｎ＋６を６(ｎ＋１)と変形

していることについて、「なぜ６×□の形にするのか」、「なぜ『ｎ＋１は整数だから』という説明が

必要なのか」などについて話し合う場面を設定することが考えられる。また、不十分な説明を取り上げ、

間違えを修正することを通して、よりよい表現に高めることも重要である。 

問３ 

Ａさんは、１＋２＋３＝６、３＋４＋５＝12 のように、奇数から始まる連続する３つの整数の和に

は、どんな性質があるか考えています。いろいろな数で考えてみたところ、「奇数から始まる連続す

る３つの整数の和は、６の倍数になる」と予想しました。Ａさんはこの予想が正しいことを、文字を

使って次のように説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字を使った式の活用に関する問題 

(ア)(ⅰ)に当てはまる式を書きなさい。 

正 答：６(ｎ＋１) 

正答率：36％ 

誤答例：６(ｎ＋６) 

 

 
(イ)(ⅱ)に入る理由を式や言葉で答えな

さい。 

正 答：(ｎ＋１)は整数なので、 

６(ｎ＋１)は６の倍数である 

正答率：５％ 

誤答例：６をかけると絶対に６の倍数に

なるといえるから 

 

 



４．理科 

 

 

○出題の趣旨 

 地震計の記録や表から、震央からの距離に関する情報を取り出し、震央との距離と地図上の観測地点を

関係付け、震央を特定することができる。 

 

問10 ｃ 

  ［資料］より観測地点の初期微動継続時間から推測される震央の位置はどこですか。図２のア～エ

から１つ選び，その記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

正答率は６５％であり、複数の資料から「距離」という情報を抜き出せずに他の根拠を基に回答して

いる状況がみられ、グラフと表を読み取ることに課題がある。 

グラフや表などの資料から、必要な情報を抜き出し、他に適用する力を育成することが大切である。 

授業改善の手立てとしては、同一の地震で得られた複数の地震計の記録を図１のような順に並べてグ

ラフにする活動やグラフから数値を読み取り図２のような表にする活動の設定が考えられる。また、表

やグラフの作成の目的を明確にすることにより、その有用性に気付かせることも重要である。 

地震計の記録から必要な情報を取り出し、他の資料に適用して震央を推測する問題 

正 答：ア 

正答率：６５％ 

誤答：イ（１７％）、ウ（８％）、エ（４％） 



５．英語 

 

 

○出題の趣旨 

 与えられた条件を満たすよう、ねらいに沿って、つながりのある文章を正しく書くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

正答率は12％、無答率は21％となっている。教科書の中に旅行の計画を立て、スピーチを行う内容が

あり、生徒は授業の中で一度取り組んだことのある英作文となっている。そのため、37％の生徒が文の

つながりを意識した作文を書くことができた。しかしながら、正答となる判断基準は、「理想の旅行を

適切に説明した英文で、文法や語順に誤りがなく、単語のつづりも正しい」ことが求められたため、正

答率が低くなっており、語句や表現、文法事項などの知識を活用して正しく書くことに課題がある。 

授業改善の手立てとしては、単に、単語や文法事項を取り出して練習を増やすのではなく、場面設定

を明確にし、聞き手や読み手を意識した３～５文程度のまとまりのある英文を書く学習を繰り返し行う

中で、内容を正しく伝えるために英文の正確さも確認していくことが重要である。また、書く力は個人

差が大きくなるが、全員が英作文に取り組めるよう、ペアやグループで英文を確認したり、助言しあっ

たりする協働的な活動を取り入れたい。 

英作文問題 

問９ 

あなたはこれから「理想の旅行」について発表します。まず，あなたが選んだ行きたい場所を１つ

あああの中に書き，そのあとに下の指示にしたがって英文を３つ以上書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答例  

I’ll visit the National 

 Gallery. I want to see 

 Renoir’s painting. I want 

 to buy a lot of postcards of 

 his paintings 

 there. 

正答率 12％   

無答率 21％ 



◎ 生活や学習についてのアンケートについて 

１．授業に対する好感度、理解度、有用感について 

（１）好感度 「すきだ」「どちらかといえば、すきだ」 
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36.4

34.3

社会H28

社会H27

社会H26

６３．５ 

５６．９ 

６２．３ 

〇授業の好感度（「すき」「どちらかといえばすきだ」を合わせた割合）が最も高いのは「国語」

の 66.7％で、以下「理科」（64.1％）、「社会」（62.3％）、「英語」（58.4％）、「数学」

（57.4％）となっている。 

〇過去３年間の各教科の好感度の平均は、「国語」は 62.8％、「社会」は 60.9％、「数学」は

56.3％、「理科」は 60.7％、「英語」は 57.1％である。「好き」「どちらかといえば好き」と回

答した児童は、国語２69.3%、社会 63.2%、算数 69.8%、理科 86.5%、総合 82.4%である。平成

24 年度と比較すると総合で 3.1 ポイントが高くなっている。 理科については、 理科支援員の

配置事業を通して実験や観察を大切にした授業が進められた成果と考える。科については、理科

支援員の配置事業などを通して実験や観察を大切にした授業が進められたことが考えられ
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（２）理解度 「わかる」「どちらかといえば、わかる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇授業の理解度（「わかる」と「どちらかといえば、わかる」を合わせた割合）が最も高いのは

「国語」で 85.4％、以下、「理科」（75.7％）、「社会」（75.5％）、「数学」（73.3％）、

「英語」（70.6％）となっている。 

〇過去３年間の各教科の理解度平均は、「国語」は 83.5％、「社会」は 74.4％、「数学」は

72.4％、「理科」は 73.6％、「英語」は 69.0％である。「好 
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（３）有用感 「役に立つ」「どちらかといえば、役に立つ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後ともそれぞれの教科において、学習のねらいを明確にした授業、できるようになりたい

という生徒の学ぶ意欲を大切にしながら、きめ細やかな分かる授業づくりを進めていく必要が

ある。  
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〇学習に対する有用感（「役に立つ」と「どちらかといえば、役に立つ」を合わせた割合）が最も

高いのは「国語」で 84.8％、以下、「数学」（73.7％）、「英語」（73.1％）、「社会」

（58.1％）、「理科」（54.9％）となっている。 

〇過去３年間の各教科の有用感の平均は、「国語」は 86.0％、「社会」は 58.4％、「数学」は

76.6％、「理科」は 54.7％、「英語」は 75.6％である。「好き」「どちらかといえば好き」と

回答した児童は、国語２69.3%、社会 63.2%、算数 69.8%、理科 86.5%、総合 82.4%である。平

成 24 年度と比較すると総合で 3.1 ポイントが高くなっている。 理科については、 理科支援員

の配置事業を通して実験や観察を大切にした授業が進められた成果と考える。科については、理

科支援員の配置事業などを通して実験や観察を大切にした授業が進められたことが考えられ

る。                    
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２．家庭生活の実態について 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校がある日、１日当たりど

れくらいの時間テレビゲームをし

ますか。」では、「１時間以上」

と回答した生徒は 62.1%、「３時

間以上」25.3%である。 

 

 

 

 

  

「学校がある日、１日当たりど

れくらいの時間、テレビやビデ

オ・ＤＶＤを見たり聞いたりしま

すか。」では、「１時間以上」と

回答した生徒は、71.1%、「３時

間以上」22.6%である。 

 
「携帯電話やスマートフォンの

使い方について、家の人と約束し

たことを守っていますか。」で

は、「きちんと守っている」「だ

いたい守っている」と回答した生

徒は、62.6%である。また、「携

帯電話やスマートフォンを持って

いない」と回答した生徒は、

11.7%である。 

 

「学校がある日、１日当たりど

れくらいの時間、携帯電話やスマ

ートフォンで通話やメール、イン

ターネットをしますか。」では、

「１時間以上」と回答した生徒は

51.7％、「３時間以上」19.1％で

ある。 

 

携帯電話やスマートフォンの所有率が高くなったことが影響し、３時間以上使用している生徒の割合

が２割近くを占めている。家庭学習の充実が求められていることから、ゲームをする時間や携帯電話等

の使い方については、家庭で約束事を決め、守るよう働きかけ、経年での変化や全国調査との関係を

見ていく必要がある。 
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３．自尊意識・将来に関する意識などについて 
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6７．６ 

65.３

「 

６７．５

68.6 

8１．５ 

85.1 

8４．１

6.8 

85.9 

「自分には、よいところがあ

ると思いますか。」では、「あ

てはまる」「どちらかといえ

ば、あてはまる」と回答した生

徒は、67.6％である。 

 「難しいことでも、失敗を恐れ

ないで挑戦していますか。」で

は、「あてはまる」「どちらかと

いえば、あてはまる」と回答した

生徒が 65.3％である。 

   
「将来の夢や希望を持っていま

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒が 67.5％で

ある。 

「自分の住んでいる町がすきで

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒が 81.5％、

昨年度と比較すると、3.6 ポイン

ト減少している。 

 

「友達と協力しながら、活動し

たり勉強したりすることはすきで

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒が 84.1％、

昨年度と比較すると、1.8 ポイン

ト減少している。 

 

 

 

自分の町を愛する気持ちや、他者と協力して活動することは、かわさき教育プランにおいても

大切にしているところであり、今後とも学校では、これらのことを意識した教育活動を進めてい

くことが大切である。 
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◎ 調査結果の活用 

 

１．主な誤答と分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科では、主任会や教科総会において、調査結果から明らかになった課題や授業改善への

手立てを周知するとともに、学習指導要領実践事例集などで具体的な実践例を示している。 

各学校では、設問ごとの授業改善への手立てをもとに、子どもたちが「わかる」を実感でき

る授業づくりに活用している。 

 



 

 

２．個人票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬休み前に、教育相談や三者面談の機会を利用して、個人票を返却し、一人一人の生徒が学

習に取り組む態度や家庭生活での学習のあり方を改善することに活用している。 

また、学校や教員が一人一人の生徒の学習状況を的確に把握することにより、指導方法や教

育課程の検証・改善を図ることに活用している。 

 


